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《主なもの》
庁 舎 機 能 災 害 復 旧 事 業 1億3,379万3千円
臨 時 福 祉 給 付 金 事 業 4,020万円
ス マ ー ト 林 業 展 開 事 業 3,500万円

《特別会計》
国 民 健 康 保 険 事 業 特 別 会 計 162万円増額し　  総額50億4,678万7千円
介 護 保 険 特 別 会 計 86万6千円増額し  総額42億3,095万8千円
水 道 事 業 特 別 会 計  収益的支出 71万１千円増額し  総額  5億   983万1千円

 《人事案件》
　○人権擁護委員に下記の方々を推薦同意しました。

　 谷川　悦夫氏 ・ 靏﨑　順子氏

庁舎移転に伴う予算及び条例を承認
　４月 14 日に発生した前震及び４月 16 日に発生した本
震をはじめとする平成 28 年熊本地震に伴い、早急な庁
舎機能移転が必要となったことから、庁舎機能移転に
係る経費１億1,579万３千円の増額補正を承認しました。
　内容の主なものは、電算機器・防災行政無線の移設
費、カルチャーパレス仮本庁舎及びスポーツパレス別
館への警備システムの導入や照明・エアコンの工事費、
旧人吉看護専門学校の工事費などです。
　また、条例の一部改正は、市の施設が一時移転する
ことに伴い、各施設の位置を一時的に移転先に変更す
るため、特例を定めるものなどです。　

カルチャーパレス仮本庁舎会議室等のプレハブリース
料を承認
　平成 28 年熊本地震による人吉市庁舎の一時移転に
伴い、カルチャーパレス仮本庁舎及び西間別館におい
て会議室等が不足することからプレハブを借り上げる
もので、期間は平成 28 年度から平成 31 年度まで、見
込み額は総額 7,200 万円です。

一般財団法人自治総合センターのコミュニティ助成に
よる補助の決定
　採択を受けた人吉市矢黒町内会における無線放送シ
ステム整備、及び中原校区海棠まつり保存会における
祭り運営備品整備に対する補助金それぞれ 250 万円を
承認しました。

平成 28 年度の地方創生推進交付金事業を国に申請
　事業の主な内容は、DMO の設立に向け、先進地等
から講師を招いての勉強会の実施、災害時における要
援護者支援システムの構築、外国人観光客向けの音声
翻訳機（タブレット端末）購入などです。なお、国に
おいて申請が認められなかったときは、これらの事業
は行わないとの答弁がありました。
※DMOとは　マーケティングに基づく観光戦略の策定・推進や、
地域内の幅広い関係者との合意形成など、観光事業のマネジメ
ントを担う機能・組織のこと。

その他承認した予算の主なもの
○小学校タブレット購入費（60 台分）　 596 万２千円
○人吉城歴史館特別展に関する経費     105 万６千円
○老神神社保存整備補助金　　　　　　92 万６千円

総務文教委員会報告 ●委員長　西　信八郎　　●副委員長　宮原　将志
●委　員　宮﨑　保・犬童　利夫・本村　令斗・田中　哲

平成２８年６月定例会を６月６日から６月２８日までの
２３日間の日程で開催しました

一般会計補正予算３億1,442万６千円増額を可決
（補正後の総額は 154 億 6,455 万円）

平成 2８年７月８日に臨時会を開催しました
市庁舎建設に向けた設計委託料や７月１日の機構改革で設置した市庁舎建設準備室、熊本地震に伴う
経済対策に要する経費などを組み入れた補正予算を原案可決しました。
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新たな上水道施設遠方監視装置を視察
　蟹作町の旧水道局庁舎に設置されていた上水道施設
遠方監視装置ですが、老朽化による延命化（修繕）も
限界となり、またソフトウェアが既にサポート中止して
いることなどから、新たなクラウド型の監視装置が整
備され、４月１日から本格稼働しました。
　クラウド型（イン
ターネット上に保存）
に変更することによ
り、いつ・どこでも閲
覧、監視ができ、異常
があれば職員の携帯
電話へ通報され、監
視点検業務の効率化
や非常時における迅
速な対応が図れます。

人吉市水道事業運営審議会を設置
　今後の社会情勢の変化や利用者ニーズを把握し、適
正な事業運営を図るためには、水道事業に関係するさ

まざまな方々に御意見を伺い、御理解をいただく場が
必要であること。また、下水道事業運営審議会は既に
設置されていますが、本市は上水道の給水区域と下水
道の処理区域が異なることから、新たに市長の諮問機
関として審議会が設置されます。

専決処分（予算３件、条例３件）を承認
　予算関係…個人番号カード交付事務補助金の変更確
定や市民後見推進事業費補助金の交付確定に伴う予算
（平成27年度）や、臨時福祉給付金支給事業における
５月から７月までの事務費に伴う予算（平成28年度）
　条例関係…地方税法等の一部を改正する等の法律等
が３月に公布されたことなどに伴い、市税条例等、都市
計画税条例及び国民健康保険税条例における一部改正

個人番号カードの交付状況
　委員会審査の過程で、５月末現在での申請件数・交
付率について報告がありました。

申請件数  全国（8.7%） 熊本県（8.8%） 人吉市（10.2%）
交 付 率  全国（3.7%） 熊本県（3%）   人吉市（5.3%）

県下ではいずれも高いほうの位置にあります。

厚 生 委 員 会 報 告 ●委員長　三倉　美千子　　●副委員長　塩見　寿子
●委　員　高瀬　堅一・井上　光浩・村上　恵一・仲村　勝治

七地町の市道路線の廃止及び認定を承認
　本件は、太陽光発電施設による土地利用計画に伴い、
市道の付替え及び拡張を行うことで、市道の利活用や
利便性が向上することから、市道の廃止及び認定を行
うものです。
　七地地内第８号線は、七地町字花立 901 番３地先を
起点とし、七地町字藤平 993 番地先を終点とする路線
を一旦廃止し、起点を花立 903 番地先とし、終点を花
立 983 番地先とする全体延長 307. 7 ｍを付替え再認定
するものです。七地地内第 15 号線は、新たに花立 974
番１地先を起点とし、終点を花立 975 番１地先とする
全体延長 76.0 ｍの路線を認定するものです。現地視察
を行い承認しました。
平成28年度一般会計補正予算を承認
　本予算の補正は、農林水産業費を 3,796 万１千円増
額し、補正後の額を４億 1,149 万２千円とするものです。
　主なものは、人吉ブランド化実行委員会補助金、人
吉市グリーンツーリズム推進協議会補助金、大畑麓町
の集落営農組織（大畑営農生産組合）の法人設立に対
する農業経営力向上支援事業補助金、スマート林業展
開事業委託料などです。
　また、土木費に 836 万１千円を追加し、補正後の額
を 15 億 2,588 万円とするものです。
　主なものは、平成 29 年度に社会資本整備総合交付
金事業として予定している、門前団地の給水設備改修
工事の設計委託料、笹栗山団地２・３号棟及び一本杉

団地１・２号棟外壁改修工事の調査設計委託料、鍛冶
屋町通り街なみ環境整備事業補助金の増額などです。
　また、人吉・球磨スマートインターチェンジ整備事
業予算について、平成 28 年度から 30 年度までの３年
間の総額を５億 8,457 万８千円とする「継続費」が設
定されています。
国道 4 4 5 号に計画されている上空通路建設計画に
対して意見書提出を願う請願を採択
　本請願は、２月８日に提出され、３月定例会から本委
員会において継続して、慎重に審査をしてきたものです。
請願の趣旨は、本市中心部の国道 445 号沿いにある２
つの病院の３階部分を連結する上空通路建設計画に対
し、同病院が国宝青井阿蘇神社の門前町である上青井
町に位置することから、おくんち祭りの神幸行列への影
響や昨年４月に「日本遺産」に認定された本市の歴史
的景観を崩し、将来のまちづくりにも多大な影響を与え
る恐れがあるとして、県に対して、この事業申請を慎
重に取り扱うよう意見書の提出を求められたものです。
　委員会としては、４月に発生した熊本地震において、
高速道路上の橋桁が落下した事実を踏まえ、また、本
市の緊急輸送道路にかかる上空通路であることを深く
考えるとともに、相良 700 年の歴史的遺産群の継承が
認められ、第１回の「日本遺産」に認定されたこと、
この歴史的遺産を子どもたちに継承していかなければ
ならないとの総意により、本請願を採択しました。

経済建設委員会報告 ●委員長　平田　清吉　　●副委員長　福屋　法晴
●委　員　大塚　則男・豊永　貞夫・笹山　欣悟・永山　芳宏

新上水道施設遠方監視装置イメージ
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　市庁舎建設に関する特別委員会を、閉会中の6月2日、
定例会中の 6 月 7 日及び 22 日に開催し、新庁舎建設に
向けての体制構築等について審議を行いました。
新庁舎建設の方向性を決定
　今回の熊本地震では、災害対策本部の司令塔とな
るべき自治体本庁舎が被災するという事態が、本市
以外にも相次ぎ発生しました。今後は、防災拠点とな
る庁舎建設が急務となります。市は、震災前は見直
し案である分庁方式を基本に市民への理解を求めて
きましたが、震災後は市民の安心・安全な生活を守
るため堅牢な本庁舎建設への期待が高まったと捉え
ています。このような状況の変化により、市の考え方
として、特別議決がなされた「西間下町字永溝７－ 1」
の地に、「防災センター機能を備えた堅牢な総合庁舎」
を一日も早く建設するという基本方針が示されまし
た。今後は、平成 28 年度に基本・実施設計委託、平
成 30 年度に工事着工、平成 32 年度に新本庁舎供用
開始という予定で進められます。また、国の財政支援
を求めるため、他の被災自治体と連携しながら、人吉
市・人吉市議会合同で要望活動を進めてまいります。

「市庁舎建設準備室」を設置
　新本庁舎の規模、事業費を明確にするため、７月
１日に、室長、室長補佐、技師の３名で組織される「市
庁舎建設準備室」が設置されました。今後、設計業

務委託、住民説明会等を行い、早急な建設に向け準
備が進められます。

陳情案件を「趣旨採択」
　人吉球磨建築設計事務所協会から提出された「人
吉市より発注される新庁舎の移転建設計画の設計・
監理業務を人吉球磨建築設計事務所協会に委託する
陳情」は、表題の趣旨のとおり、人吉市在住の 10 社
をプロジェクトとして事にあたり、円滑な事業完遂
に協力したい旨の陳情であります。審議の中で、執
行部から、協会の構成員の方々の受注実績を見た場
合、当該業務を履行することができるかどうかの判
断をするための重要な指標となる「同種又は類似業
務の実績がある」とは判断しがたい状況である、と
の説明がありました。
　委員から、設計委託でも、ＪＶ（共同企業体）に
より受託することは可能か、プロポーザル方式になっ
たとしても、何らかの方法で地元の方が参加できる
ことを模索していただきたい等の質疑・意見があり、
委員全員が、採択は厳しいが趣旨には賛同するとい
う意見でした。全会一致で趣旨採択としました。

※プロポーザル方式とは　企画競争とも言い、複数の業者に
目的物に対する企画提案や技術提案を提出させ、企画内容や
業務遂行能力が最も優れた者と契約する方式。　

平成 28 年熊本地震の現状報告を受ける
　第５回治水・防災に関する特別委員会を平成 28 年
６月７日に開催し、４項目について審議を行いまし
た。
　まず、平成 28 年 4 月に発生した熊本地震に伴う現
状報告については、一連の地震の概要、災害対策活動、
市民一人から団体グループでの支援、災害ボランテ
イアとして被災地での活動、救援物資の提供や被災
者の受け入れ対応など、これまでの様々な対応や活
動状況について報告を受けました。
　委員から、人吉市における指定避難所の備蓄状況
について質疑などがありました。
　次に、人吉市総合防災マップについては、現在作
成段階での説明でありましたが、町内会長や地元消

防団の方々などから幅広く御意見をいただいており、
10 月完成を目途にＢ 4 版で約 2 万部作成し、全家庭
に配布予定とのことでした。
　次に、人吉市地域防災計画見直しの概要について
は、県の基礎調査により土砂災害警戒区域・特別警
戒区域が新たに 181 ヵ所追加指定されたことによる
追加、市道における積雪対策の追加、災害時におけ
るペットの同行避難などについて修正するとの説明
でした。
　最後に、九州電力川内原子力発電所視察について
は、熊本地震の影響により、当初５月に予定をして
いましたが、今後については、しばらく状況を見た
うえで関係機関と協議を行い、時機を見て実施して
いくことに決定し閉会いたしました。

市庁舎建設に関する特別委員会報告

治水・防災に関する特別委員会報告

●委員長　永山　芳宏　　●副委員長　高瀬　堅一
●委　員　塩見　寿子・犬童　利夫・西　信八郎・笹山　欣悟・村上　恵一・三倉　美千子・仲村　勝治

●委員長　福屋　法晴　　●副委員長　宮﨑　保
●委　員　宮原　将志・大塚　則男・平田　清吉・井上　光浩・豊永　貞夫・本村　令斗・田中　哲
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Ｃ
Ｌ
Ｔ
な
ど
の
利
用
が
木
材
の
実
用

性
を
高
め
て
お
り
、
耐
火
・
耐
震
・

免
震
構
造
に
も
優
れ
て
い
る
と
聞
き

及
ん
で
い
る
。
Ｒ
Ｃ
や
Ｓ
Ｒ
Ｃ
構
造

で
あ
っ
て
も
、
地
元
木
材
を
大
い
に

取
り
入
れ
た
も
の
に
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。
地
元
木
材
の
利
用
は
、
市

庁
舎
建
設
に
お
い
て
も
大
き
な
テ
ー

マ
の
一
つ
で
あ
る
。

問�　

熊
本
地
震
の
影
響
で
、
本
市
の
水

源
の
濁
り
が
取
れ
ず
、
一
部
地
域
に

お
い
て
断
水
が
発
生
し
た
。
熊
本
市

で
は
公
園
の
池
が
干
上
が
っ
た
と
の

報
道
が
あ
っ
た
が
、
本
市
の
水
源
の

湧
水
量
に
影
響
は
な
い
の
か
。

答 　

本
市
の
水
源
２
カ
所
は「
湧
き
水
」、

１
カ
所
は
「
浅
井
戸
」
を
使
用
し
て

い
る
。
湧
水
量
は
３
カ
所
と
も
影
響

は
な
い
。

問�　

熊
本
の
被
災
地
で
は
、
断
水
時
に

井
戸
水
を
生
活
用
水
と
し
て
使
用
し

て
い
る
所
が
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、
本

市
も
災
害
時
に
活
用
す
る
た
め
、
井

戸
の
現
況
調
査
が
必
要
だ
と
思
う
が

本
市
の
考
え
は
。

答 　

災
害
時
の
緊
急
用
に
井
戸
水
を
活

用
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
今
後
調
査

検
討
し
た
い
。

※ 

他
、Ｓ
Ｌ
人
吉
の
状
況
を
質
し
ま
し
た
。

general interpellation 　
６
月
定
例
会
で
は
、
12
人
の
議

員
が
登
壇
し
、
市
長
の
施
政
方
針
、

災
害
・
防
災
関
連
、
市
庁
舎
建
設

関
連
、
教
育
や
観
光
、
農
業
関
連

な
ど
、
幅
広
く
活
発
な
議
論
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
要
旨
を
各
議
員
が
報
告
し

ま
す
。 一

質般
問

一
般
質
問
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塩見　寿子

村上　恵一

本村　令斗

仲村　勝治

里
道
や
水
路
の
管
理
に

つ
い
て

災
害
対
策
支
部
会
議
の

あ
り
方

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

論
語
の
素
読
の
実
践
は

問 　

里
道
や
水
路
の
管
理
は
。

答 　

日
常
の
管
理
は
地
元
の
方
や
水
路

の
受
益
者
の
方
に
お
願
い
し
て
い
る
。

　

 

市
は
要
望
が
あ
れ
ば
生
コ
ン
や
Ｕ
字

溝
な
ど
の
原
材
料
を
支
給
し
て
い
る
。

問 　

危
険
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
里
道
や

水
路
に
つ
い
て
は
、
市
は
積
極
的
に

対
応
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答 　

日
常
の
生
活
に
お
い
て
危
険
と
思

わ
れ
る
箇
所
や
、
台
風
や
豪
雨
な
ど

で
緊
急
的
に
安
全
対
策
が
必
要
に

な
っ
た
場
合
は
、
現
場
を
確
認
し
て

市
で
対
応
等
も
考
え
て
い
き
た
い
。

問 　

災
害
時
等
支
え
合
い
マ
ッ
プ
と
は
。

答 　

市
の
出
前
講
座
を
利
用
し
て
、
手

助
け
が
必
要
な
方
の
所
在
、
避
難
支

援
者
や
危
険
箇
所
を
町
内
会
で
書
き

込
み
作
成
す
る
地
図
で
あ
る
。
現
在

22
町
内
が
作
成
済
み
。
31
年
度
ま
で

に
全
町
内
の
作
成
が
目
標
で
あ
る
。

問 　

災
害
対
策
支
部
の
組
織
は
昨
年
か

ら
改
編
さ
れ
た
が
、
支
部
に
よ
っ
て

は
組
織
の
規
模
が
大
き
く
な
り
過
ぎ

て
い
る
。
地
域
に
よ
っ
て
危
険
区
域

や
災
害
要
因
な
ど
が
違
う
た
め
、
資

料
に
は
明
記
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答 　

現
在
の
組
織
体
制
で
、
今
後
は
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
も
示
し
な
が
ら
、
各

支
部
で
き
め
細
か
な
対
応
が
で
き
る

よ
う
に
努
力
し
て
い
く
。

問 　

局
地
的
な
豪
雨
に
対
応
で
き
る
よ

う
に
市
内
の
支
流
に
対
し
て
も
、
避

難
な
ど
の
判
断
を
す
る
た
め
に
、
水

位
に
応
じ
た
体
制
の
強
化
が
必
要
で

は
な
い
の
か
。

答 　

河
川
に
よ
っ
て
は
水
位
計
や
監
視

カ
メ
ラ
が
設
置
し
て
あ
る
。
そ
の
他

の
河
川
で
は
水
防
班
の
目
視
に
頼
ら

ざ
る
を
得
な
い
状
況
で
あ
る
が
、
今

後
さ
ら
な
る
監
視
の
強
化
を
行
う
。

問 　

熊
本
地
震
で
は
、
水
道
水
が
出
な

く
な
っ
た
。浅
井
戸
を
増
や
し
た
り
、

浄
水
器
を
整
備
し
て
い
る
自
治
体
が

あ
る
。こ
の
よ
う
な
準
備
を
す
べ
き
。

答 　

水
の
確
保
は
、
あ
ら
ゆ
る
手
段
を

研
究
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問 　

支
援
物
資
が
、
避
難
所
な
ど
に
届

か
な
い
状
況
が
あ
っ
た
。
順
調
な
配

給
を
検
討
し
て
お
く
べ
き
。

答 　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
運
送
業
者
と
の

連
携
な
ど
、
早
急
に
検
討
し
た
い
。

問 　

避
難
所
生
活
の
長
期
化
で
は
、
生

活
環
境
の
改
善
が
必
要
。
備
え
て
い

な
い
物
資
も
、準
備
し
て
い
く
べ
き
。

答 　

リ
ー
ス
な
ど
も
利
用
し
て
、
環
境

整
備
を
行
い
た
い
。

問 　

系
統
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
る
防

災
の
学
習
会
を
開
く
べ
き
。

答 　

多
く
の
方
が
、
深
い
知
識
を
得
る

講
座
の
方
法
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問� 　

江
戸
時
代
の
寺
子
屋
教
育
は
「
読

み
、
書
き
、
そ
ろ
ば
ん
」
で
あ
っ
た
。

　

 

こ
の
教
育
シ
ス
テ
ム
は
、
子
ど
も
達

に
と
っ
て
脳
の
訓
練
と
倫
理
観
を
身

に
つ
け
る
最
も
良
い
方
法
と
言
わ
れ

て
い
る
。
論
語
の
素
読
を
学
校
教
育

に
取
り
入
れ
る
考
え
は
な
い
か
。

答 　

論
語
は
、す
ぐ
れ
た
書
物
で
あ
る
。

　

 

子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
学
ん
で
い
れ
ば
、

人
と
し
て
大
切
に
す
べ
き
こ
と
、
み

ず
か
ら
守
る
べ
き
規
範
を
身
に
つ
け

る
こ
と
が
で
き
る
。
素
読
を
継
続
的

に
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
日
本
語
独

特
の
韻い
ん

と
音お
ん

を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
、

脳
の
活
性
化
に
つ
な
が
り
、
言
語
能

力
の
向
上
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
と

言
わ
れ
て
い
る
。
今
後
の
取
り
組
み

と
し
て
、
各
小
中
学
校
の
現
状
を
把

握
し
、
導
入
の
可
能
性
に
つ
い
て
、

意
見
を
伺
う
等
検
討
し
た
い
。

一
般
質
問
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一
般
質
問

宮原　将志

犬童　利夫

宮﨑　保

平田　清吉

防
災
機
能
を
備
え
た

道
の
駅
の
設
置
に
つ
い
て

地
震
時
の
避
難
と
断
水
時

の
飲
料
水
に
つ
い
て

観
光
に
つ
い
て
今
後
の

支
援
策
は

災
害
対
策
並
び
に

災
害
対
応
に
つ
い
て

問 　

防
災
機
能
を
備
え
た
道
の
駅
の
整

備
に
つ
い
て
検
討
を
し
て
は
ど
う
か
。

答 　

道
の
駅
は
、
国
道
と
い
う
交
通
上

重
要
な
場
所
に
位
置
し
、
復
旧
支
援

活
動
、
救
援
物
資
の
供
給
拠
点
等
さ

ま
ざ
ま
な
対
応
が
期
待
で
き
る
た
め
、

今
後
ど
う
い
っ
た
防
災
拠
点
に
な
り

得
る
か
も
含
め
検
討
し
て
い
く
。

問 　

広
い
駐
車
ス
ペ
ー
ス
を
持
つ
石
野

公
園
は
防
災
機
能
を
備
え
た
道
の
駅

と
し
て
最
適
で
あ
り
、
ス
マ
ー
ト
イ

ン
タ
ー
が
近
く
に
開
通
す
る
こ
と
も

考
え
る
と
観
光
の
拠
点
と
し
て
も
最

適
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
石
野
公
園

の
道
の
駅
へ
の
登
録
の
可
能
性
は
。

答 　

都
市
公
園
法
の
中
で
道
の
駅
と
し

て
設
置
で
き
る
か
を
国
や
県
と
協
議

し
、
登
録
の
目
途
が
た
っ
た
場
合
に

は
、関
係
者
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、

実
現
に
向
け
検
討
し
て
い
く
。

問  　

地
震
時
の
避
難
所
で
の
ケ
ア
と
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
の
活
用
及
び
断
水
時
の

飲
料
水
の
確
保
等
に
つ
い
て
。

答  　

避
難
者
か
ら
相
談
な
ど
の
対
応
は
、

保
健
師
や
看
護
師
な
ど
資
格
を
持
っ

た
職
員
が
対
応
す
る
。
ま
た
、
避
難

所
の
衛
生
管
理
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
へ

の
配
慮
な
ど
定
め
て
い
る
が
、
避
難

生
活
が
長
期
化
し
た
場
合
の
対
応
は

大
変
厳
し
く
、
関
係
機
関
や
他
自
治

体
と
連
携
を
取
り
た
い
。
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
の
活
用
が
で
き
れ
ば
、
避
難
所

に
お
け
る
迅
速
で
効
率
的
な
行
政
支

援
が
可
能
に
な
る
。
今
回
の
地
震
時

の
断
水
の
対
応
は
、
給
水
車
や
他
町

村
の
給
水
タ
ン
ク
な
ど
を
借
用
し
て

対
応
し
た
。
飲
料
水
兼
用
耐
震
貯
水

槽
は
有
用
で
あ
り
検
討
し
た
い
。

※ 

他
、
業
務
移
転
に
伴
う
市
庁
舎
の
防

火
管
理
体
制
等
に
つ
い
て
質
し
ま
し

た
。

問 　
「
熊
本
地
震
復
興
・
経
済
活
性
化
連

絡
会
」
に
お
け
る
観
光
産
業
の
創
造

的
回
復
の
具
体
的
内
容
は
。

答 　

今
回
の
震
災
に
よ
り
、
官
民
一
体

と
な
っ
て
知
恵
と
力
を
合
わ
せ
協
力

し
、
支
え
合
う
絆
が
重
要
で
あ
る
と

認
識
し
た
。
こ
の
教
訓
を
生
か
し
、

人
材
育
成
の
重
要
性
、
人
と
自
然
の

共
生
の
重
要
性
と
い
う
視
点
か
ら
、

観
光
で
の
環
境
整
備
、
生
活
支
援
や

イ
ン
フ
ラ
復
旧
、
高
速
道
路
無
料
化

の
要
望
等
を
、
関
係
団
体
一
体
と
な

り
取
り
組
ん
で
い
く
。

問�   　

人
吉
に
観
光
で
来
ら
れ
た
帰
り
に
、

県
内
自
治
体
へ
観
光
客
を
回
遊
さ
せ

る
方
策
を
検
討
し
て
は
。

答 　

観
光
に
お
け
る
広
域
的
回
遊
は
、

有
効
な
手
段
と
認
識
し
て
い
る
。
回

復
の
兆
し
と
合
わ
せ
、
近
隣
の
自
治

体
と
協
力
し
取
り
組
ん
で
い
く
。

問 　

大
雨
や
ゲ
リ
ラ
豪
雨
に
対
し
て
、

行
政
と
し
て
の
対
策
は
。

答 　

気
象
庁
か
ら
大
雨
洪
水
警
報
が
発

令
さ
れ
る
と
、
災
害
対
策
本
部
総
務

班
と
水
防
班
で
待
機
を
行
う
。

問 　

国
は
、
罹
災
証
明
書
を
発
行
で
き

る
職
員
の
育
成
を
自
治
体
に
求
め
て

い
る
が
、
速
や
か
に
証
明
書
を
発
行

す
る
に
は
、
今
後
ど
の
よ
う
な
対
策

を
取
る
つ
も
り
か
。

答 　

本
市
の
罹
災
証
明
書
の
発
行
に
伴

う
体
制
は
不
十
分
で
あ
り
、
早
急
な

体
制
づ
く
り
が
必
要
で
あ
る
と
考
え

て
い
る
。
今
後
、
職
員
研
修
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。

※  

そ
の
他
、
４
月
の
熊
本
地
震
に
鑑
み

想
定
で
き
る
あ
ら
ゆ
る
災
害
に
対
し

て
、
職
員
の
人
事
異
動
が
あ
っ
た
と

し
て
も
、
市
民
の
被
災
に
対
応
で
き

る
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
作
成
し
て
あ
る
の

か
質
問
。



笹山　欣悟

市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

問 　

公
約
と
は
ほ
ど
遠
い
総
合
庁
舎
方

式
に
大
き
く
転
換
し
た
こ
と
を
、
市

民
に
ど
う
説
明
責
任
を
果
た
す
の
か
。

ま
た
今
回
の
方
向
転
換
に
つ
い
て
は
、

市
民
に
信
を
問
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

答 　

私
の
政
治
理
念
は
、市
民
の
生
命
、

財
産
、
生
活
、
権
利
を
守
る
と
い
う

決
意
と
、
健
全
財
政
の
堅
持
と
い
う

信
念
で
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
に
議
論
い

た
だ
い
た
こ
と
は
有
意
義
で
あ
っ
た
。

市
民
の
皆
様
へ
は
、
広
報
ひ
と
よ
し

や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
に
よ
り
、
ま

た
公
聴
会
、
未
来
カ
フ
ェ
を
開
催
し

説
明
責
任
を
果
た
し
て
ま
い
り
た
い
。

し
か
し
、
総
合
庁
舎
方
式
へ
の
方
向

転
換
に
至
る
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
は
不

十
分
で
、
お
詫
び
を
申
し
上
げ
る
し

か
な
い
。
市
民
に
信
を
問
う
と
い
う

よ
り
、
市
長
が
決
定
し
た
と
い
う
説

明
責
任
を
果
た
し
て
ま
い
り
た
い
。

平成２８年６月定例会の議案等の議決結果
番　号 件　　　　　　　　　　名 議決結果
議 第 55 号 専決処分の承認を求めることについて（平成２７年度人吉市一般会計補正予算（第９号）） 原案承認

議 第 56 号
専決処分の承認を求めることについて（平成２７年度人吉市介護保険特別会計補正予算

（第６号）） 原案承認

議 第 57 号 専決処分の承認を求めることについて（人吉市税条例等の一部を改正する条例） 原案承認
議 第 58 号 専決処分の承認を求めることについて（人吉市都市計画税条例の一部を改正する条例） 原案承認
議 第 59 号 専決処分の承認を求めることについて（人吉市国民健康保険税条例の一部を改正する条例） 原案承認
議 第 60 号 専決処分の承認を求めることについて（平成２８年度人吉市一般会計補正予算（第１号）） 原案承認

議 第 61 号 専決処分の承認を求めることについて（平成２８年熊本地震による人吉市庁舎一時移転に
伴う人吉市が定める条例の特例に関する条例） 原案承認

議 第 62 号 平成２８年度人吉市一般会計補正予算（第２号） 原案可決
議 第 63 号 平成２８年度人吉市国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号） 原案可決
議 第 64 号 平成２８年度人吉市介護保険特別会計補正予算（第１号） 原案可決
議 第 65 号 平成２８年度人吉市水道事業特別会計補正予算（第１号） 原案可決

議 第 66 号 平成２８年熊本地震による人吉市庁舎一時移転に伴う人吉市が定める条例の特例に関する
条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決

議 第 67 号 人吉城歴史館条例及び人吉市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を
定める条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決

議 第 68 号 人吉市水道事業運営審議会条例の制定について 原案可決
議 第 69 号 市道路線の廃止について 原案可決
議 第 70 号 市道路線の認定について 原案可決
諮 第 ２ 号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 推薦同意
諮 第 ３ 号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 推薦同意
意見第 5号 国道 445 号に計画されている上空通路建設計画に対して、慎重な対応を求める意見書 原案可決
意見第 6号 被災者生活再建支援法の改正を求める意見書 原案可決
意見第 7号 平成 28 年熊本地震からの復旧・復興に係る特別な財政措置を求める意見書 原案可決
意見第 8号 行政庁舎等再建についての国庫補助制度の創設を求める意見書 原案可決

一
般
質
問

平成２８年６月定例会の請願・陳情等の議決結果
付託委員会 件　����������������　名 議決結果
市庁舎建設に

関する特別委員会
人吉市より発注される新庁舎の移転建設計画の設計・監理業務を人吉球磨建築設計
事務所協会に委託する陳情 趣旨採択

経済建設委員会 国道 445 号に計画されている上空通路建設計画に対して意見書提出を願う請願 採　択

平成２８年７月臨時会の議案等の議決結果
番　号 件　����������������　名 議決結果
議第71号 平成２８年度人吉市一般会計補正予算（第３号） 原案可決

（8）
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６月定例会で意見書４件を可決し、関係機関へ提出しました

意見第５号　国道 445 号に計画されている上空通路建設計画に対して、慎重な対応を求める意見書
意見第６号　被災者生活再建支援法の改正を求める意見書
意見第７号　平成 28 年熊本地震からの復旧・復興に係る特別な財政措置を求める意見書
意見第８号　行政庁舎等再建についての国庫補助制度の創設を求める意見書

　なお、意見第５号については、７月１４日に熊本県に対し直接趣旨を説明したあと意見書を手渡し
ました。

平成２７年度政務活動費収支報告書
政務活動費とは…… 議員の調査研究その他の活動に必要な経費の一部として地方自治法で

交付が認められているものです。

氏　　名 収　入
支　　　　　　　　　　出

調査
研究費 研修費 広報費 広聴費 要請・陳情

活動費 会議費 資料
作成費

資料
購入費 人件費 事務所費 合　計

塩 見 寿 子 220,000 57,186 78,480 21,475 0 0 0 0 17,096 0 108,064 282,301 

宮 原 将 志 220,000 50,613 135,221 65,995 0 0 0 0 40,652 0 0 292,481 

高 瀬 堅 一 220,000 64,725 0 1,195 0 0 0 0 16,200 0 0 82,120 

大 塚 則 男 240,000 195,484 161,480 1,195 0 0 0 0 0 0 0 358,159 

宮 﨑　 保 240,000 57,186 23,229 150,065 0 0 0 0 13,300 0 0 243,780 

平 田 清 吉 240,000 51,513 67,486 1,195 0 0 0 0 28,716 0 0 148,910 

犬 童 利 夫 220,000 195,482 118,300 1,195 0 0 0 0 0 0 0 314,977 

井 上 光 浩 240,000 130,758 0 1,195 0 0 0 928 0 0 1,620 134,501 

豊 永 貞 夫 220,000 57,186 107,296 11,035 0 0 0 4,769 9,482 0 0 189,768 

西 信八郎 220,000 0 107,294 1,195 0 0 0 0 173,785 0 0 282,274 

本 村 令 斗 220,000 57,186 2,000 21,475 0 0 0 4,143 30,290 0 108,065 223,159 

笹 山 欣 悟 240,000 57,185 101,280 18,851 0 0 0 6,735 25,308 0 109,907 319,266 

福 屋 法 晴 220,000 64,670 107,294 1,195 0 0 0 1,738 13,871 0 0 188,768 

村 上 恵 一 220,000 195,482 0 9,185 0 0 0 0 0 0 36,666 241,333 

永 山 芳 宏 220,000 0 44,954 1,195 0 0 0 0 0 0 0 46,149 

三倉美千子 220,000 64,670 107,294 1,195 0 0 0 19,185 12,000 0 0 204,344 

仲 村 勝 治 240,000 51,674 97,817 32,495 0 0 0 0 2,570 0 1,955 186,511 

田 中　 哲 240,000 0 0 1,195 0 0 0 11,475 0 0 10,878 23,548 

合　 計 4,100,000 1,351,000 1,259,425 342,526 0 0 0 48,973 383,270 0 377,155 3,762,349 

注）・政務活動費の交付を受けた議員を掲載しています。
　　・ 政務活動費の交付額は月額2万円。平成27年4月に改選があり、新たに当選した議員は5月分からが交付対象となり、交付額は同一

ではありません。
　　・当初から収支報告書には金額の多寡を問わず領収書の写しを添えて提出することと定めています。
　　・支出額が収入額を上回っても交付額の増額はありません。支出額が収入額を下回った場合は残余を全額返還しなければなりません。



（10）

　南九州中部市議会議長会は小林市、えびの市、伊佐市、人吉市の４市議会議長で構成され、
毎年全議員を対象とした研修会を行っています。今年は「えびの市の一貫教育について」、「広
告に見る『人を動かす』工夫」と題して、えびの市学校教育課　肝

きもつき

付正
まさつぐ

籍指導主事と、同じく
企画課　藤

ふじもと

本浩
こ う じ

司シティセールスアドバイザーによる講演が行われました。
　講演後には、次の決議５件を採択しました。なお、「行政庁舎等の防災機能充実強化を図る
国庫補助制度の創設を求める決議」については、熊本地震に伴い、本年度新たに採択しました。

　１　国道 221 号、267 号、447 号の整備促進を求める決議
　２　地域医療の確保を求める決議
　３　 口蹄疫被害からの復興及び豚流行性下痢（ＰＥＤ）、高病原性鳥インフルエンザ対策　

並びに配合飼料価格高騰と粗飼料増産確保対策を求める決議
　４　霧島連山・新燃岳・硫黄山の噴火災害対策を求める決議
　５　行政庁舎等の防災機能充実強化を図る国庫補助制度の創設を求める決議

　この決議については、８月１６日、１７日に南九州中部市議会議長会で、関係省庁や地元
選出国会議員へ要望活動を行う予定です。

次の定例会は
　　9月の予定です

【議会報編集委員会】　委員長╱田中　哲　　副委員長╱仲村　勝治
委　員╱塩見　寿子・宮原　将志・平田　清吉・本村　令斗・福屋　法晴・三倉　美千子

編
集
後
記

　

６
月
定
例
会
は
、
４
月

に
発
生
し
た
熊
本
地
震
の

影
響
を
受
け
、
市
庁
舎
に

亀
裂
が
入
り
危
険
で
あ
る

と
の
調
査
結
果
を
受
け
、

議
場
を
カ
ル
チ
ャ
ー
パ
レ

ス
仮
本
庁
舎
２
階
に
移
転

し
て
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
54
年
間
人
吉
市

の
発
展
を
審
議
・
議
論
し

て
き
た
麓
町
本
庁
舎
の
神

聖
な
議
場
は
、
二
度
と
開

か
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
寂
し
い
気
持
ち
で
す
。

　

今
後
、
人
吉
市
民
の
安

全
・
安
心
を
議
論
す
る
議

場
の
早
期
建
設
が
望
ま
れ

ま
す
。
ま
た
人
吉
市
民
の

皆
様
が
避
難
で
き
、
防
災

機
能
を
兼
ね
備
え
た
、
堅

牢
で
人
吉
独
自
の
文
化
に

触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
新

庁
舎
建
設
が
必
要
で
あ

り
、
市
民
の
皆
様
の
ご
意

見
を
議
会
に
提
案
し
て
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　
（
表
紙
写
真
・
文
責
：

福
屋 

法
晴
）

平成 28年７月８日　えびの市にて開催

南九州中部市議会議長会議員研修会

竹中雪宏えびの市議会議長挨拶 講師の藤本氏


